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★☆ 命の大切さを学ぶ授業 ★☆ 

 

 

 

 

 

自主性／表現力／発想力／感受性／社会性／まとめる力

／チームワーク／協調性など、子ども達に自ら考えてコミュニ

ケーションしようとする能力を養うことを目的に、５月 10日に講

師の先生方をお迎えして、３学年で演劇的手法を用いたコミュ

ニケーションワークショップを実施しました。 

本校では教員以外の方々とも協働しながら「誰かと対話し

たり理解しあったりして協働で物事を成し遂げていく人材（グ

ローバルな人材）」に必要な資質や能力を育んでいきます。 

 

演劇WSには「主体的・対話的で深い学び」の要素がたくさん  

 

 

5 月 21 日、県警察本部の犯罪被害者支援室の心理カウンセ

ラーを講師としてお招きし、命の大切さを学ぶ授業を行いまし

た。特に被害者遺族の方が書いた詩の朗読は、子どもたちの心

に響くものがあったと思います。 

生徒にとって、被害者や被害者の家族の方の心の痛みはもち

ろん、命の重み、家族の存在、社会のルールを守ることの大切

さなど、いろいろなことを感じることができた 1 日でした。 

 
【教育目標】 自律 探究 協働 

【重点目標】 互いに高め合い、自分をリードする生徒 

演劇的な手法を取り入れたワークショップを実施 

〔主なプログラム〕 
・アイスブレイク（じゃんけんゲーム、あやつりゲーム）  
・グループを作って短い演劇シーンの創作（ｼﾞｪｽﾁｬｰｹﾞｰﾑ）    
・本日の振り返り 
 
【中学３年生の感想より】 
〇 今回のワークショップで一番印象強かったのは、最後に 
グループで行ったジェスチャーゲーム（演劇シーンの創作） 
です。友達と力を合わせて、どうすればみんなにお題が伝 
わるか考えるのがとても新鮮で楽しかったです。 

〇 表現力と発想力を身につけることができました。特に楽しかったのはジェスチャーゲーム
（演劇シーンの創作）です。班のみんなでどうすれば見る人に伝わるかよく考えました。クラ
スの仲が深まったように思います。 

〇 自分たちで、メンバー全員が協力して考えるのがすごく楽しかったです。役割から動きま
でを自分たちで考えるのは少し難しかったけれど、とても良い経験になりました。他の班の
人達の発表もよくて、「台詞がなくても人に伝えることができるんだ」と思いました。 

 
                           

 



☆★ 中体連総合大会組み合わせ表（団体） ★☆ 

 

いよいよ相双地区中体連総合大会が６月５日（水）、６

日（木）に開催されます。ぜひこれまで部活動で培った

心・技・体を大切にし、「真剣でひたむきに取り組む姿」

「相手への敬意、マナー」「感謝の心」で周りにいる全て

の人に感動と勇気を与えてくれることを期待します。 

 

 

  
 

 
※ 日程の詳細や個人戦の組み合わせについては顧問から配付された参加計画でご確認ください。
※ 特設剣道部個人戦に本校から１名参加します。 
※ 生徒の熱中症対策として、当日の適切な水分補給や服装など体調管理に御協力をお願いします。 
 
 
 

中体連相双地区会長よりマナー改善について例年依頼がきております。すべての関係者が爽や

かなマナーで参加し、より充実した大会になるようご協力をお願いいたします。 

特に審判へのクレームや選手への指示、試合や応援、飲食、指定場所以外の迷惑駐車などにおけ

るマナーにご注意願います。 

もうすぐ相双中体連総合大会          


